
1964 年東大理□3 文□3 共通 

3 点 CBP ,, を通る平面と、辺VD の交点をQとすると、 PQ∥ ADであり、 

切り口の四角形 PQCBは、 PQ∥ BCなる台形である。 

 

1:3: PAVP より、 4:3: VAVP であるから 
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また、 PQADBC ,, の中点を、それぞれ NML ,, とする。 

4 点 NMLV ,,, を通る平面による切り口を考える。 

10,40,20  MNVMVLLM であり、 LN が台形 PQCBの高さに等しい。 

LMV とすると、
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cos  であるから、余弦定理により 
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求める面積は 35020)1520(
2

1
 cm2 ……(答) 
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